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とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

みんなのもりにて体を使って遊ぶ。植物や虫などを見つけつかまえたりして
自然での活動を楽しむ。
・虫かご
・ビニール袋

みんなのもりに入るととても嬉しそうな子ども達。
さっそく、走り回ったり、斜面を滑り降りたりと
体を使っていた。

年長児の子達が「ここに虫いそうだよね」と木の
根元を棒で掘り始めた。
また別の子は、木のくぼみを見つけて「棒をさし
てみよう」と木の皮をはいだりしていた。

すると「ノコギリクワガタみつけた！」と興奮気
味に保育者に教えていたので「すごいね！よくみ
つけたね！どこにいたの？」と尋ねると「木の穴
からだよ」と話していた。

ノコギリクワガタを飼いたいという話にもなり
「飼うにはどうしたらいい？」と保育者が尋ねる
と「虫かご！」「あと土もいる！」と話し合った。

木の皮をはいだり、根っこを掘ったりすることで虫のいそうな気配を察知していたのだ
ろう。見つけたノコギリクワガタを飼育してみたいと考え、飼育するにはなにが必要か
話し合うことで命を大切にすることにもつながった。

クラス名（年齢）

年間テーマ

みんなのもりで遊ぼう～みんなのもりオープン～

先日、道組が森の環境を整えてくれたのでみんなのもりを活動の場として活
用できることになった。久しぶりに自然に触れ、植物や虫との出会いの機会
を持ちたいと考えた。

幼児クラスの主活動として
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